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プ ロ グ ラ ム指 導 に あ た つて

(指導員講習会懇談会より)

昨年11月27・28日 に、プログラム指導員講習会がセンター会議室で開かれました。一応、上級講習

会 ということで、現在各連絡所でプログラム指導にあたっておちれる方にお集 まり願い、モニタの話、

リモートバッチの試験的使用などを行なったわけです。その際、プログラム指導上の問題点について

も話 し合ってもらいました。

o指導にあたって困ること

(1)問 題やフロー チャー トを持 ってきて、プログラム作成 を依頼する入がいること。

プログラム相談 は、文法上の問題、エラーの処理 、利用上の手続 きを主な内容 としています。

時間的に余裕がある時(相 談が少ない時〉は、プログラム講習会の初級程度の内容で、どう した

らプログラムが組めるかを説明する程度のことはできますが、プログラム作成のサービスは行な

えませんので了解 してほ しい。

〈2)自 分のプロ グラムをよく理解 しないで相談 にくる人がいること。

これは論文中のプログラムや先輩 などのプログラムを借 りて使用 している人に多いのですが、

相談の際には 「プログラムの どの部分でどのようなことを行 なっている。」か ということが明 らか

でない と指導が行ないに くいことが しばしばあ ります.「 このプロ グラムで、こ のデー タを許算

すると結果がでるはずなんですが……。」というのが一番困る。

(3)現 状 をはっきり説明 しない人。

「今 まではうまく実行で きていたのですが今度のだけがうま くいきません.プ ログラムは少 し

も変っていませんので、計算機のエラーではないですか。」ともちかけられて20～30分 もプログラ

ムを検討 してもあや しい ところは全 くない。計算機のエラ己か と心配 したとたんに、 「そう言え

ぱ入カデータを変 えましたけど……。関係ありますか?士 というわけである.指 導す る側 として

は、できるだけ簡単、明瞭 に現状 を説明 してほ しい。

(4)電 話での相談

電話 という媒体 を通す と、現状 を説明するにも一方通行になって しまいます。 リス トを見なが

ら相談 をうげるわけではありませ惚 で・適格 な指示が与えられな暢 合が多 くなります・必 ら

ず直接、相談室に来ていただきたいと思います。遠隔地の利用者は、できるだけその連絡所の指

導員にご相談 ください。その上で疑問がある場合は、 「指導貝対指導員」で電話 していただ きた

いと思いますぜ(九 大構内のプログラム相談室 より)

プログラム相談 も初期の段階においては、文法上のエラー、エラーメッセー ジの意味、リス トの見



方などが主なものでした。最近 は、実行中のエラーに集中 してきたようです。

指導貝を していて感 じる小さい喜びの一つは、長い間相談 に応 じていた人から 「この間からのプ鷲

グラムはうまく実行できるようになりました。」 と声 をかけられるときです。 「プログラム相談を引

きうけると自分 自身の勉強になるので、一般の利用者 も少 しプログラムが書けるようになったち、指

導員になられるの も良いのではないか。」 という声 もありました。

プログラム相談 にまだ慣れていない時期に、センター職員 の未熟さから、各連絡所の指導貝や利用

者の方々に、ちぐはぐな返答をして、大変ご迷惑 をかけたことと思います。誌上か らおわびいた しま

す。

遠 隔 地 利 用 者 の 希 望

(指導員講習会懇談会より)

懇談会の席上、特に遠距離でジョプの郵送時間がかかると思われる連絡所の指導貝の方から次のよ

うなご希望がありましたので次にあげてみます。

o連絡所か らの利用の場合、穿孔後計算 というシステムを作ってほしい。

センター としては必ず穿孔 ミスがあるから、利用者の手に1回 渡 してチェ ックしてもらうのを立

前 としていましたe計 算機にかけるということは大 きな責任問題 となるわけです。ところが、1嗣

のチェックで穿孔 ミスをすべて洗い出す ことはむずかしく、コンパイル時点でエラー となることが

多いので、郵送時間 を1回 分短縮 す るという意味でも、穿孔後計算 を作ってほしいという希望が

あります。考 えてみますと、FORTRANの 場合などは、1回 のコンパイルによってほとんどのエラ

ーを見つけることがで きます
。ご希望 の方についてはこの穿孔後計算 を行 なったらどうかと、現在

センターで検討 しています。

o計算後セ ンターで結果 をチェックしてほしい。

これも郵送時間の短縮に関する問題 ですが、計算結果 をチェックして修正で きるところは修正 し

て計算 してほ しいという意図はよくわか りますが、電話で連絡 をとるにしても東大センターにおけ

る経験からみても決 してうま く行 くとは思えません。センター職貝は上記のチェックなどの作業の

責任は持てませんのでご了解 ください。

oジョブの実行 中にジョブ 種別 を変 えたい。

これは、Aジョブ を実行 してうまく進行 した場合、Bジョブ に変えて実行 したいという意味です

が、九大センターのシステムでは行なえません。

この他に、各連絡所の現状についてのお話の中で、プログラム 指導貝が利用者の相談に応ずるのは

もちろんのこと、ジョブの受付、荷造 り、発送の仕事 までせねばならない所や、計算依頼のたびに公


